














































































































































































































































































がされている。相手に¾What time do you〜?Æとチー
ム内の人で交互に、起きる時間や帰宅する時間など


















またこの活動では¾English only !Æ¾Donʼ t show




































ら¾They are koalas that live in Australia.Æというよ
うに人ともが自分でプレゼンテーションできるよ
う、練習をグループで何度も行う。
発表の時間には、人のうち人だけがタブレット
のある机に残り、他の人は別のグループの発表を聞
きにいく。Listener、人に対し、Speaker人が
発表をする。練習前は英語を流暢に話せなかった生徒
も、タブレットのピクチャーを自分自身も見ながら、
一生懸命に話をすることができていた。また一方的な
発表だけで終わるのではなく、¾What do you
recommend the most?Æなど、Listenerたちはかなら
ず回以上質問をする。回のプレゼンテーションに
つき分の時間が設けられ、その時間内はずっと会話
を途切れさせないことがルールだからだ。生徒たちは
応答以外にも、¾Itʼs good.Æ¾Interesting !Æなど、ほ
め言葉も織り交ぜながら懸命に、でも生き生きと自分
たちが「伝えたいこと」を英語という道具を使って話
し、「対話」をしていた。教師は活動中、極力口を挟
まない。活動の最後には、「どのグループの国に一番
行きたくなったか」を生徒たちに選ばせた。一番票を
獲得したグループのプレゼンテーションについて、何
が良かったかを発表させる。「声が聞き取りやすかっ
た」、「笑顔が良かった」など、内容よりも、その話し
方に注目する意見が多く出た。ここから、生徒たちも
プレゼンテーションにおいて何が大切かを考えること
ができていた。
．おわりに
このような取り組みの中で、「授業は教師が生徒に教
えるもの」という私の考えは大きく変化した。対話的活
動の中で印象的だったのは、これまで英語を苦手とし
て、ほとんど授業に参加しようとしなかった生徒の変化
だ。彼らはグループワークの中でただ教えられているだ
けではない。英語は苦手でも、独自の発想力で活動中に
思わぬアイデアを出すことがある。その意見に英語が得
意な生徒も感心し、そこから話し合いが進むなど、互い
に助け合うことができているのだ。その時、今まで授業
に消極的だった生徒が、自尊感情を取り戻し、グループ
ワークで笑顔を見せている姿を見ると、とても嬉しくな
る。
対話的な活動は、学習内容を定着させ、理解を深め、
新たな考えを持たせ、コミュニケーション能力をはぐく
む。取り組みの中で様々な効果を実感した。しかし、そ
の反面で、「グループ活動や意見の発表など、自分の考
えを伝え合う時間があることで理解が深まっている」と
は思わない生徒も％という若干数ながらいたことも事
実だ。その生徒らの意見も今後聞きながら、より効果的
で、対話を通じて理解を深められる授業を目指し色々な
方法を試行錯誤しながらこれからも努力していきたい。
注）
1）文部科学省「中学校学習指導要領解説 外国語編」（平
成29年）p.
（やまぐち ようこ・明石市立高丘中学校教諭）
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